
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

１.１７はわすれない  

 

 

 

 

 

 

Ｃ
 題 材 の ね ら い 阪神・淡路大震災からの復旧・復興の様子や今後の災害に備えるなどの

さまざまな取組について知らせる。 

大震災を忘れないために様々な取り組みがあることを知り自分たちが

できることを考えさせる。 

大震災から得た教訓を語り継ぐ大切さに気付き、これからの生活に生か

す態度を育てる。 

活用にあたって   ○防災訓練の事前・事後指導として活用 
 ○他の教材の補助資料として活用 

Ａ

Ｂ
 

2011 年 3 月 11 日以降、避難訓練に変化があったことに気づかせる。 Ａ
自分たちの学校の避難訓練についても触れ、自分たちの命は自分たちで守るということを再認識さ

せる。 

自分たちの地域の慰霊碑や祈念碑がないか調べ、そこに込められた願いを考えさせる。 Ｂ

兵庫県から何を発信しようとしているのか考えさせる。 Ｃ

きれいになった町並みからでは気がつかないので「震災前」「震災後」「復旧中」「今」などの同じ場

所の写真や資料があるとよい。 

※ 阪神・淡路大震災の災害ボランティア活動がきっかけになり、様々な民間ボランティア団体が活動し

やすいように「特定非営利活動促進法」ができた。 

内閣府 NPO ホームページ  https://www.npo-homepage.go.jp/about/npo.html 

 


